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。６  今年も６月１日（月）～６日（土）の期間、中学生が地域にでて職場体験をする「ト

ライやる･ウィーク」が実施されます。 

    図書館城崎分館でも、城崎中学から１名の中学生がカウンター業務や読み聞かせなど

図書館の仕事を体験します。利用者の方とふれあいながら充実した体験ができますよ

う、皆さんのご支援、ご協力をよろしくお願いします。 

 6  ６月４日（木）１１：００～「ほっぺとえほん」（乳幼児向けおはなし会）は、トライ

やるの中学生も読み聞かせをします。ぜひご参加、そして応援してください。 

 

  

 

 

 

     ５月８日（金）に、平成２７年度 ～あなたの城崎を発見する～「きのさき見て歩き」

第１回「志賀直哉滞在記」を開催しました。天候にも恵まれ、緑輝くさわやかな道を志賀

直哉ゆかりの桑の木まで歩き、そのあと志賀直哉ゆかりの宿三木屋を見学しました。 

「説明を聞きながら町を歩くのが新鮮で楽しかった」「城崎の町の歴史に興味がわいてき

た。受け継がれた街並みや文化を大切にしたい」などたくさんの感想をいただきました。 

志賀直哉ゆかりの桑の木のところで、 

坂田文一郎講師より説明を聞き、「城

の崎にて」の桑の木の場面を読む。 

三木屋片岡大介さんから志賀直哉が滞在した

当時の三木屋の様子や「城の崎にて」や「暗

夜行路」に描かれた三木屋、志賀直哉と三木

屋のかかわりなどについてお話を聞く。 



６月のテーマ展示（一般） 

 

 

 

 

   

              

            

 

               

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月のテーマ展示（児童） 

 

  豊かな緑の山々の中をゆったりと流れる川を見ていると心癒されます。 

 今月は川のでてくる絵本や物語を集めました。ぜひご家族で読んでみてください。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『川はながれる』 

アン・ランド文 

 ロジャンコフスキー絵 

 掛川 恭子訳 

  

 梅雨時になると、体がだるい、疲れが取れない、気分がすぐれないなど体や心の不調を感じやす

くなります。今月は、そんな梅雨時をいきいきとさわやかに乗り切れる本を集めてみました。 

どうぞご利用ください。 

 『すすっと瞑想スイッチ』 

斎藤 孝 著 498.3/ｻｲ 

『かっぱ印川あそびブック』 

  阿部 夏丸文・絵 

  

  

「ガンピーさんのふなあそび」 

ジョン・バーニンガム作 

光吉 夏弥訳 

 

  

『たのしい川べ』 

 ケネス・グレアム作  

 石井 桃子訳 

 

  

 『リセットするヨガ』 

長島 千比呂 著 498.3/ﾅｶﾞ 

 『なぜ、一流の人は 

「疲れ」を翌日に持ち越さ

ないのか』  裴英洙  著

498.8/ﾊｲ 

辻村 深月 著 F ﾂｼﾞ 

 『養生こよみ』 

若林 理砂 著 498.3/ﾜｶ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般書 

 

児童書 

書  名 著 者 書  名 著 者 

人生は機転力で変えられる！ 斎藤 孝 マララ マララ ユスフザイ 

クモハンドブック 馬場 友希・谷川 明男 身近な危険生物対応マニュアル 今泉 忠明監修著 

葬送の仕事師たち 井上 理津子 うなぎ一億年の謎を追う 塚本 勝巳 

水族館発!みんなが知りたい釣り魚の生態 海野 徹也編著 うまくなるミニバスケットボール 松野 千歌 

フルマラソンスタート BOOK 牧野仁メイン監修 はこぶ 鎌田 歩 

少年時代 安野 光雅 メリーさんのひつじ ウィル・モーゼス 

晴れ女の耳 東 直子 リンドバーグ空飛ぶネズミの大冒険 トーベン・クールマン 

過ぎ去りし王国の城 宮部 みゆき ベッツィ・メイとこいぬ イーニッド・ブラウン 

忘れられた巨人 カズオ イシグロ 大人になるっておもしろい？ 清水 真砂子 

かもたんのほんだな  

「きかんしゃやえもん」 E/ｵｵ 

阿川 弘之/文 岡部 冬彦/絵  

 田舎の小さな機関庫に、「やえもん」という名

前の蒸気機関車がいました。やえもんは、長い間

働いてきた年寄り機関車で、「おれだってしゃあ、

わかいころにはしゃあ…おおきなとかいからと

かいへはしったものだがしゃあ」と威張って見せ

ますが、誰も相手にしてくれません。ある日、都

会の駅に着いたやえもんは、新型の電気機関車た

ちに馬鹿にされ、「ぷっすんぷっすん、しゃっし

ゃっしゃくだしゃくだ」と怒って走っているうち

に、黒い煙といっしょに赤い火の粉も吐き出し

て、それが稲村に燃え移って火事を起こしてしま

いました。幸いすぐに消し止められましたが、火

事を起こしたやえもんに、周囲の人々は大激怒。

やえもんは走ることを許されなくなり、とうとう

壊されることになりました…。やえもんたちの感

情がユーモラスな擬音で面白く表現してあり、ぜ  

ひ声に出して読んであげてください。３，４歳 

から小学校中学年くらいまで楽しめます。 

 

「ソフィーとカタツムリ」 GY/ｷﾝ 

ディック・キングスミス/作  石随 じゅん/訳 

 ソフィーは４歳の女の子。２歳年上の双子のお

兄ちゃんがいます。生き物が大好きで、大きくな

ったら〝女牧場マン″になりたいと思っていま

す。お兄ちゃんたちはそんなソフィーをばかにし

ますが、お父さんは「お前ならなれるさ。自分で

決めたことをきっとやりぬく子だからな」と応援

してくれます。今は物置がソフィーの牧場で、ダ

ンゴムシ、ゲジゲジ、ミミズなどを飼っています。

ある日、お兄ちゃんたちとカタツムリを競争させ

ることになりました。お兄ちゃんたちのは、大き

なカタツムリでしたが、ソフィーのは小さな黄色

いカタツムリでした。けれども、まっすぐゴール

したのはソフィーのカタツムリだけ。ソフィーの

カタツムリも小さいながらちゃんとやりぬくカ

タツムリだったのです。ところが、そのカタツム

リを大事に家に持って帰って遊んでいたところ、

誤って排水口に落としてしまい…。一度決めたら

やりぬくソフィーに元気をもらえる物語。 

 

 



６月のカレンダー 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

                           

  

 

 

     

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

            

                   

                                           

 

                                                                    

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

２８ ２９ ３０ ２７ ２８ ２９ ３０ 

 

 

１３日(土)１０：３０～ 

４歳以上のお子さんを対象に詩や

絵本の読み聞かせ、おはなしやかんた

んな工作をします。 

今月はペットボトルで「かえるがぴ

ょん！」を作ります。みんなで来て

ね！  

定員２０名、申込みが必要です。 

 
 

４日(木)１１：００～ 

 ０歳～３歳くらいの乳幼児と保護者を

対象に絵本の読み聞かせ、わらべうたあ

そびをします。 

ことばでつながる楽しい時間をすごし

ませんか。 

♪おはなしランド♪ 

♪ほっぺとえほん♪ 

６月の行事 

２５日(木)１０：３０～ 

  ０歳～３歳くらいの乳幼児と保護者を対象   

 に絵本の読み聞かせ、わらべうたあそびをし    

ます。☆会場は城崎子育てセンターです。 

  

  

 

 

休館日  
本館・他の分館の資料も取り寄せて借

りることができます。インターネッ

ト・携帯電話からでも図書の予約がで

きます。どうぞご利用ください。 

 

 かけがえのない日常を新鮮な目でとらえ、優

しい言葉で語りかけ続けた詩人、長田弘さんが、

５月３日に亡くなられました。本に関する数々

の詩や評論、エッセー、児童文学など幅広い分

野で活躍されました。2014年毎日芸術賞を受賞

した「奇跡―ミラクル―」をはじめ、長田弘さ

んの著作を集めて展示中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

休館日 「最初の質問」 

 

 

 

「奇跡―ミラクル―」 

 
「深呼吸の必要」 

 

「記憶のつくり方」 

 

ホームページ  スマホ用   携帯用 


